
PTA 小学部交流会  

「姿勢について」 

        ～理学療法士さんより～ 
 

 太田メディカルクリニックリハビリ科より理学療法士の先生をお招きして、姿勢 

の重要性や身体の動きと脳の相関性のお話をしていただきました。 

 また、生活の中で簡単に取り入れられるストレッチやマッサージなどを教えていただ

き、とても有意義な時間になりました。ご自身も脳性麻痺があり不自由なこともある中、

実体験があるからこそ仕事に熱い思いを持っておられるのが伝わってくる講話でした。 

 

 【参加者からの感想（一部紹介）】 

  ・熱意と親に寄り添ってくれた言葉に感動した。早速、子どもにマッサージ等を 

取り入れて毎日の積み重ねでやっていきたいと思う。 

  ・先生がとても熱心ですごく感動した。自分の子を信じてこれからもリハビリや 

   日常生活でも頑張っていきたいなと改めて思った。 

  ・小さなことでも続けることで将来大きく変わってくるというのも分かったし、 

   教えていただいたストレッチやマッサージは、難しくなく、これならできそう！と 

   希望がもてた。 

  ・専門的な観点からだけでの講演ではなく、“子どもの可能性を信じて何でもやって 

みよう”“親はそのサポートをしていこう”という気持ちにさせていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３日（木） 

   ９：３０～ 



PTA 中学部交流会  

「親なきあとに備えて」 

       ～社会福祉士さんより～ 
 

 

 作業室にて、総勢２９名（中学部１９名・小学部３名・高等部７名）の参加で行われ 

ました。 

 講師の方からは、いろいろな工夫を凝らしていただき、様々な角度から明るい雰囲気で

お話をしてくださいました。また、個人ではなかなか意見が言えない参加者も、当日提示

をされた“QRコード”を読み取ることで、匿名で質問や発表をしながらタイムリーに回

答を得ることもでき、全体的に和やかな会となりました。 

 

 

 【参加者からの感想（一部紹介）】 

  ・わからなかったことがたくさん聞けてよかった。 

  ・スマホからの回答だったので意見がしやすく、他の方の考えていることがわかって

よかった。 

  ・現実的で、話の内容もとても分かりやすかった。 

    ・在宅で過ごす人の“親なきあと”も聞いてみたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２５日（水） 

  １３：３０～ 



PTA 高1,2 交流会  

「進路の話」～進路講話～ 

～卒業生保護者からの話～ 
 

 

 

 保護者が感じている“卒業後の不安”を減らし、高等部入学～卒業後のイメージをもっていた

だけるよう、２部制を設定しました。 

 進路の先生からは、“どんなところを意識して、それぞれの就労支援を目指すのか”また、卒

業生の保護者の方々には、“一般就労・B型就労・生活介護(知的/肢体/重身)”の分野でご協力い

ただき、グループ討議も行いました。 

 

 【参加者からの感想（一部紹介）】 

  ・先輩お母さんの話を聞く機会がなく、成功～失敗談まで貴重な話が聞けてよかった。 

  ・子どもの過去や今の現状が、先輩お母さんの話と重なる部分があり泣きそうになった。 

  ・あっという間に卒業すると聞いて、今のうちに行動しないといけないと思った。 

  ・将来を漠然ととらえていたが、一般就労がどんな環境なのか、自分の子がどの道に進むの

が一番最適なのかを、これからの進路決定までの時間を使って考えていきたいと思う。 

  ・子どもにとっていいと思う進路を選ぶことが大事。スタッフさんとの信頼関係が大事。卒

業後の頑張っている先輩の姿が見られて嬉しかった。 

  ・今後の学校での活動がわかったので、私も子どもとたくさん話して真剣に進路について話

していきたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（金） 

   ９：３０～ 

【１部】 可茂特別支援学校での進路の話 ～進路指導部長より～ 

【２部】 卒業生の保護者を招いて ～体験談・交流会～ 



PTA 高３交流会  

   「性について」  

～渡辺武子先生を招いて～ 
 

 岐阜市より、渡邉武子先生（劇団『ドキドキわくわく』代表、“人間と性”教育研究協議会障

がい児サークル所属）に来校いただき、「性について」の講演会＆交流会を開催しました。 

 和やかな雰囲気の中で始まった交流会でしたが、親としてとても考えさせられるお話を聞き、

２時間では足りないくらいの内容の交流会でした。 

 

 【参加者からの感想（一部紹介）】 

  ・考えたこともない話を聞いて、“もっといろいろと考えないといけない”ということがある

と知ることができたので、とてもよかった。 

  ・時間が足りなかった。先生や学年の近い親さんも聞くべき話だと思った。 

  ・障がいの有無は関係なく、共通するところもあった。 

  ・子どもたちにも、このような講話を聴かせる機会があればいいなと思った。 

 

 《子どものために親が学ぶ》という、とても意味のある時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（金） 

   ９：３０～ 


